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【背景と目標】  

 教職員機構の中央研修に参加し、その 1年後に

県小中学校事務研究大会で研修内容を報告する必要

がありました。報告の形式は定められていないが、

内容を理解しやすく、身近なものにしてもらうため

に工夫をしようと思い、作成しました。 

中央研修への参加を打診されたのは前任校に勤め

ている時でした。赴任して２年目でしたが、学校長

は市教育委員会の課長職を経験したことがあり、教

頭も市教育委員会の係長職を経験したことがあると

いう恵まれた環境で、研修する大切さを理解し、後

押ししてくれました。 

学校事務職員の職務規定が「従事する」から「つ

かさどる」に変わったことも研修に参加する意義の

一つになっていたと思います。 

【協働・取組】 

 （研修前） 

研修に参加する前に講義をしてくださる方々のプ

ロフィールを調べ、著書を購読しました。事前課題

を作成するにあたっては学校長からの視点も参考に

させていただこうと、相談に乗っていただきまし

た。学校長として事務職員にどのようなことを求め

ているのか、これからどのような能力や知識が必要

になるかなどを教えていただき、自身の校内研修を

していただいているようでした。 

（研修後） 

研修報告書は県教育委員会に提出するものと、県

事務研で報告するもの、それから市教育委員会に提

出する３つを作成しました。そのなかの県事務研で

報告するものについて、報告書を読むだけの発表に

ならないよう、パワーポイントでの作成を目指しま

した。せっかく時間をかけて作成するのだから、で

きるだけ聞く人に伝わりやすいよう、視覚にも訴え

る方法にしようと思いました。ですが、それまで何

かを発表する機会が無く、パワーポイントを使用し

たこともありませんでした。そこで学校内外で多く

の研究発表をされている先生に作成方法や工夫点な

どを教えていただきました。一枚のスライドに必要

な情報を少ない文字で、写真や図を使用して分かり

やすく、大変でした。 

作成したパワーポイントを使い、職場でも研

修報告をさせていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果と課題】 

 （成果） 

研修を受けるだけでなく、報告書を作成すること

で自身の振り返りができました。パワーポイントを

使用することも自身の研修になり、アウトプットす

るという研修にもなりました。研修の前後で職場の

方々に協力していただき、お互いの考えや思いを知

ることができました。 

 職員向けに研修報告をすることで、事務職員の職

務規定が変わったことや、事務職員が受けている研

修、その研修を受けてどのように考えているかを伝

える良い機会になりました。 

 研修中もそうですが、報告書を作成しながら自身

の知識のなさを痛感する良い機会でした。 

 （課題） 

 まず日常業務を正確に迅速に対応することが大事

ですが、それに追われて研修の大切さを忘れていま

した。受講し、それをアウトプットするという研修

はなかなか無いので、普段から何か知識を得たり、

人に伝える資料を作成し、共有するなど心がけが必

要だと思います。 

【今後】 

 ささいな事例や物事、自分の得意分野でも良いの

でアウトプットする機会を持ち続けていこうと思い

ます。 

中央研修の内容を職場や研究会アウトプッ

トする 
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平成３０年度教職員等中央研修
（第１回事務職員研修）

平成３０年６月４日（月）～６月８日（金）

事前課題の取り組み
• 教職員支援機構のHPにアップロードされる資料を読
み、ワークシートを作成する

• 中教審答申「チームとしての学校の在り方と今後の
改善方策について（答申）」を読んでおく

• 可能な範囲で講師の著書等の事前購読
・貝ノ瀬滋 著『図説コミュニティ・スクール入門』

・末富芳 編著『予算・財務で学校マネジメントが変わる』

・末富芳 編著『子どもの貧困対策と教育支援』

 

 

 

３日目（午後）

「学校と家庭、地域との連携」

学校法人渡辺学園顧問

貝ノ瀬 滋 氏

１．教育を取り巻く状況

少子高齢化・グローバル化・子どもの貧困など

２．これからの教育課程の理念

社会に開かれた教育課程

学校は縦に（幼・小・中など）開かれる

横に（地域・家庭など）開かれる

「チームとしての学校」

３．コミュニティ・スクール

学校運営協議会制度を導入する学校

地域が学校を育てるのではなく、コミュニ

ティ・スクールが地域を育てる  

 

 

５日目（午後）

「リーダーシップとマネジメント

～リーダーとなるために～」

株式会社Indigo Blue

代表取締役会長

柴田 励司 氏

組織として

Driver（引っ張る人）

Follower（付いていく人）

Enabler（支える人）

Enablerとして

色々な人と同じ時間を過ごす

個・ヒトとして

若いうちから色々な経験をする

リーダーとして

「周囲に良い影響を与え、組織を動かすヒト」

会議では

５つの情報・７つの秘訣

バランス良く

 


